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夢をめぐる日本の昔話について
──シャマニズムの視点から──

河東 仁

（立教大学名誉教授／元コミュニティ政策学科教員）

Ⅰ．はじめに

１．執筆意図
本稿は、2020 年３月末をもって定年退職するにあたり執筆した２本の「卒業論

文」の補遺として記すものである。そのうちの１本は、本学部 2020 年３月発行『コ
ミュニティ福祉学部紀要』22 号に、「大災害からの復旧復興においてアートの果
たしうる機能：もう一つの別の時空間、そして鎮魂」とのタイトルにて発表した。
内容については、上記にある QR コードをモバイルフォン等によってスキャンし
て PDF 版をご覧頂ければ幸いである。

いま１本は、10 年ほど共同研究員をしている国際日本文化研究センター（京都）
にて編集中の共同論文集『古典の未来学』文学通信社（本年 10 月末発行予定）
に掲載する「『豊饒の海』縁起絵～『浜松中納言物語』、夢と転生、そして唯

ゆい

識
しき

思
想～」であり、これは三島由紀夫（1925 ─ 70）の没後 50 年にあたって、まさに彼
が壮絶な自決を遂げる日の朝、最終原稿を編集者にわたした長編小説『豊饒の海』
をめぐり、本稿執筆者の専門である夢をめぐる研究の視座から、新たな光を当て
ようとするものである。

期せずして高等教育全体が大きな変革を迎える節目となった本年、これら２本
を「卒業論文」として執筆できたことはきわめて幸甚であり、その機会をあたえ
て下さった本学、本学部に心から感謝する次第である。

そして本稿において為
な

そうと意図しているのは、まずは筆者本来の専攻、夢の
研究について新たな見解を加えつつ、その一端を紹介することにある。そしてそ
の上で、QR コードにて紹介した「文化政策」領域の研究教育活動と、夢研究お
よびそのさい主たる基盤とする宗教学との関連性を示すことにある。

なお本稿の大半は、観光学部の豊田由貴夫名誉教授から本学部石渡貴之教授へ
バトンタッチされた全学部共通科目「睡眠文化論」において、ゲストスピーカー

退職された先生からのメッセージ
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として 2020 年６月 26 日に話した際のパワーポイントを、論文化したものである。
以上、執筆意図を記したところで、本論の前提となる概念を２つ、説明しておく。

２．アニミズム （animism）
アニミズムとは、人間や動物のみならず草木虫魚、さらには山川などの自然物、

嵐や火山活動などの自然現象にいたるまで、森羅万象がそれ自身の霊魂（anima）
を宿しているとみなす信仰を言う。人類学者タイラー （E.B.Tylor、 1832─1917）
が提唱した概念である１。すなわち太古の人びとは死を霊魂の肉体からの永久的
な離脱、夢や幻（白昼夢）を一時的な離脱とみなしたというのである。もちろん
この説明は仮説でしかないが、たとえば現代において静

スティル

止画 （still picture）に
霊

アニマ

魂が吹き込まれることにより、動
アニメ

画（animation）になるのと、発想的には同
じ次元と見なしうる。

ちなみに日本語に寝具の呼称として枕なる言葉があるが、これは我が国古来の
名称であり、『古事記』『万葉集』にて《麻久良》と表記されている。語源として
は頭

あたまくら

座、目
めくらみ

座、魂
たまくら

倉などがあるが、このうち頭を据えたり目を瞑
つむ

るための座（場）
と言うより、睡眠中に霊魂が離脱したままとならぬよう納めておく倉（容

いれもの

物）を
意味する魂倉説が有力視されている２。和歌における枕

まくらことば

詞が、特定の名詞（の霊）
を呼び込むのと同じ考え方である。

３．シャマニズム （shamanism）
世界各地に、シャマン（シャーマン）と呼ばれる宗教者が存在する。「異常心

理状態〔変性意識状態〕において、超自然的存在（神霊、精霊、死霊など）と直
接的に接触──交渉し、……卜

ぼくせん

占・予言・呪的治療・祭儀などを行なう呪術–宗
教的職能者」３のことである。

つとに知られているようにシャマンは世界中に分布しており、大きく２つの
類

タイプ

型に類別される。脱魂型 （ecstasy type）と憑依型 （possession type）であり、
前者はecstasyがex-standと英訳されるように、（霊魂が肉体の）外へ立つという
意味であり、遊離魂型と呼ぶ場合もある。今１つの憑依型は、肉体が何か──神
霊仏など──にpossessされ（がっちりと掴まれ）、ついには四肢や口などをコン
トロールされるタイプのことである。

以上、本稿の前提となる概念を２つ、それぞれ極めて簡単に紹介した。
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Ⅱ．昔話と夢①──脱魂型（遊離魂型）
それでは以上を分かりやすく語るため、まずは昔話を１つ紹介したい。

１）だんぶり長者
�　大変正直な夫婦がいた。あるとき山へ畑稼ぎにゆき、昼食の後どどぁは昼寝
をし、ががぁは起きていた。すると眠っているどどぁの顔の上に、だんぶりこ

〔トンボ〕が口や鼻のあたりを飛んでいた。しばらくして目を覚ますと、おかし
な夢を見たという。「そこの畑の向こうの山の陰にとってもよい酒こがあり、
それを飲んだ夢を見た。あぁうまかった」という。ががぁが、「はぁ、いまお
前の顔の上をだんぶりこが何回も飛んでた。不思議なこともあるものだ」とい
い、二人して山の陰さ行って見ると、ぷんぷん酒このいい香りがしてくる。香
りの方へゆくと、水こが流れていた。あんまりいい香りがするので飲んでみる
と、酒こだった。夫婦は大喜び、汲んできては売り、汲んできては売った。し
かもそこから黄金まででてきた。そこで夫婦は大勢の人を使って黄金を掘らせ、
ついに長者になった。だんぶりこに教えられて長者になったので、だんぶり長
者という。──岩手県二戸郡４　
以上、「だんぶり長者」という昔話を紹介した。これは東北地方のみならず日

本各地に伝わっている。そしてここで注目したいのは、眠っている男の口や鼻な
どの呼吸器を通してだんぶり（トンボ）が出入りしていることである。つまり眠っ
ている間に霊魂がトンボに変

へんげ

化し呼吸器を介して「外へ立ち」、遠くへ飛んでゆ
き、また戻ってくる。そしてその間にトンボとなった霊魂が見聞きしたことが、
当人には夢として感じられるという論理である。言い換えると、人はどのように
して夢を見るのか、その発生機

メカニズム

序に関する説明法であり、これは日本のみならず
世界中に流布している。

２）ソウル──アニマル
実際、アメリカの民話学者スティス・トンプソン（1885─1976）の著した『民

間文芸モチーフ索引』５が、トンボを霊魂になぞらえるモチーフを「動物の形姿を
した霊魂」（Soul in Animal Form）の 項に入れているように、世界的に見て霊魂
と同一視される存在はトンボだけでなく、他に蝶・虻

あぶ

・蠅・蜘蛛、さらには鳥、
鼠や土

もぐら

竜などもある。　
そこで次に、これまた日本各地に伝わる「夢買い長者」譚

たん

を紹介する。
�　昔あるところに二人の男が連れだって旅商いにでた。ある日のこと、寺泊の
浜のあたりに着き、一休みすることにした。しばらくすると、年上の男がぐう
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ぐう鼾かいて寝てしまった。若い方の男が何気なしに寝ている男の顔を見てい
ると、鼻の穴から一匹の虻

あぶ

がブーンとでてきて、佐渡島の方へ飛んでゆく。不
思議なこともあるなぁと思っていると、やがて虻が戻ってきて、寝ている男の
鼻のなかへ潜りこんでゆく。
�　しばらくして男が目を覚ますと、奇妙な夢を見たという。どんな夢だったか
尋ねると、「佐渡島に大尽がおり、その家の庭に白い花のいっぱい咲いた椿の
木がある。そして木の根っこから一匹の虻が飛んできて、ここを掘れというの
で、その下を掘った。すると黄金のいっぱい入った壺がでてくる、こういう夢
を見た」という。──新潟県見附市「佐渡の白椿」６

この物語は、タイトルが「夢買い長者」とあるように、以上は話の前半であり、
後半部ではこの夢を相方が買い取り、吉夢の約束する吉運を見事に手に入れると
いう展開となる。ただしここでは紙幅の関係から割愛し、別の物語をとおして夢
買いモチーフに焦点を当ててみたい。

３）夢買いモチーフ
次に紹介するのは『宇治拾遺物語』で語られる「夢買ふ人の事」という説話で

ある。
�　備

びっちゅう

中に郡司の子〔ないし従
ずさ

者〕、ひきのまき人という者がいた。あるとき夢
占いの女の所へ行って話をしていると、国司の御子がやってきた。まき人は奥
の方に引っ込み、穴から覗いていた。すると女は御子の見た夢を聞いて、「必
ずや大臣にまで昇進なさる」と申し上げた。
�　そうして御子が帰ったあと、まき人は部屋から出て、女に、「夢を取るとい
う事があるそうだ。この君の御夢、私に取らせてくれ」と言葉巧みに願うと、
女は、「おっしゃるとおりにいたしましょう」と言う。そこでまき人は、国司
の御子が入って来て夢の話をした時と同じようにして、その夢を自分のものと
し、着物を脱いで女に与えて立ち去った。
�　やがて彼が学問を始めるとどんどん上達し、ついには天皇の耳にまで入る存
在となり、遣唐使として渡唐しさまざまな新しい学問を吸収した。そして帰国
するや、重用され、大臣の位にまで昇りつめた。
ここに登場する人物が、実際にも異例の昇進を遂げた吉備真備（693/695─775）

を指すことは改めて言うまでもない。そして同じく歴史上の人物、北条政子（1157
─1225）をめぐっても、次の夢買い譚が『曽我物語』に記されている。
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�　まだ伊豆の一豪族であった北条氏に姉妹がいた。あるとき妹が、「高い峰に
登って日

じつげつ

月〔太陽と月〕を袂におさめる」夢を見て、姉の政子にその意味を尋
ねた。そこでこの夢が素晴らしい吉運を約束していると確信した政子は、身分
不相応ゆえ悪夢と妹を脅し、唐

もろこし

土の鏡と小袖で買い取った。そしてその結果、
夢の福運を手に入れ、やがて将軍となる源頼朝（1147─1199）と結ばれ、息子
二人が将軍となった。
以上はいずれも異例の出世を遂げた実在の人物をめぐる言い伝えである。言い

換えると、現代なら単なる偶然とみなされるであろう事態をめぐり、何とか説明
をつけようと、「夢買い」のモチーフが用いられたことになる。そして昔話に話
を戻すと、夢買い譚の類話として、「味噌買い橋」がある。

４）味噌買い橋
�　飛驒の大野郡の沢山に、長吉という炭焼きが住んでいた。ある夜のこと、枕
元に仙人のような老人が現れ、「高山へいって味噌買い橋の上に立っていろ、
大層いいことを聞くから」といったかと思うと、目が覚めた。
�　正直者で夢を信じた長吉は、さっそく炭を売りながら高山にでて、味噌買い
橋の上に立った。ところが三日たっても何もない。五日目のこと、橋のたもと
にある豆腐屋の主人が訳を尋ねてきたので、長吉は夢の話をした。
�　すると豆腐屋は笑いだし、「私もこのあいだ夢を見た。老人が現れ、何でも
沢山とかいう村に長吉という男がおり、その家の松の木の根を掘れ、宝物がで
てくるという。だが俺は、沢山なんてどこにあるか知らんし夢など信ずる気に
なれん」といった。
�　これを聞いた長吉は、身も心もおどる思いで、飛ぶように村へ帰った。そし
て家に戻るなり松の木の根を掘ると、金銀財宝がざくざく出てきた７。
これは、昭和になってイギリスに伝わる昔話が邦訳されたものであるが、如何

にもの固有名詞が付されたことから、かつて日本固有の昔話とみなされたことも
ある８。

それはさておき「味噌買い橋」には、夢をソウルアニマルの経験によるもので
はなく、夢を神や仏からのお告げとみなす考え方が登場している。人はなぜ夢を
見るのかをめぐって、遊離魂とは異なる今1つの憑依型の発生機

メカニズム

序である。そし
てこうした夢のなかでお告げを啓

ひら

き示す神や仏などは「夢
ゆめぬしのかみ

主神」「枕神」などと
呼ばれる。ただし特定の神ではなく、寝ている当人に夢を啓き示す神仏霊の総称
である。
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こうした憑依型の夢譚
たん

つまり「夢告げ」も、脱魂型と同じく、数多く存在する。
それどころか王朝期には、霊夢 （spiritual dream）を見るための聖域も存在し、
貴族のみならず一般庶民もここに参

さんろう

籠して霊夢を得ようとする風習があった。具
体的な名前を挙げると、京の中心に位置する六角堂、清

きよみず

水寺、鞍馬寺、琵琶湖近
くの石山寺、遠方の長

はせ

谷寺、粉
こかわ

河寺などである。
ことに石山寺には、王朝期の夢譚に絵が付された『石山寺縁起絵巻』が鎌倉期

に成立し、ここにその一部分を転載したような図像が数多く描かれている。これ
は、左向きに寝ている女性の枕元へ、観音菩薩が
立ち顕れ、お告げをする場面である。

そうしたなかで前出の『宇治拾遺物語』の中に、
誰もが知っている話が記されている。

�　あるとき生活に窮した青侍（定職のない若
者）がいました。彼は長谷寺の観音に参って、
どうか御助け下さいと幾日も幾日も一生懸命に拝んでいました。やがて食べる
ものもなくなりましたが、願いが叶うまではここにいると言い張りました。
�　そうするとある夜の明け方、誠に不思議な夢を見ました。観音が御堂の奥の
方からお出ましになり、その方

ほう

は前
ぜんしょう

生の行いが悪かったので、今生で報いを受
けているといふことも知らずに、いつ迄もその様に祈っておる。愚かなことだ。
その方に授ける福は何一つとてないが、あまりに不憫ゆえほんの少しだけ物を
遣はすぞ。これから寺を出て最初に手の内に入ったものを、賜り物と思って帰
れといふことでありました。
これが「わらしべ長者」と呼ばれる昔話であることは、最後まで読めば誰しも

が分かる。しかしこの有名な昔話もまた、憑依型の夢を発端とするものなのであ
る。

Ⅲ．Parallel world への移動としての夢
以上、夢の発生機序という視点から、夢をめぐる昔話を２つの類型に分けたが、

これを最初に指摘したのは拙著『日本の夢信仰』である９。しかし最近、第３の
夢の発現メカニズムとして、いわゆる時の流れを異にする並行宇宙（Parallel 
world）への移動、立ち入りをモチーフとする昔話も想定すべきではと考えるよ
うになった。そして現実界から夢界への移行は、一種の脱魂（遊離魂）とも言い
うるが、霊魂のみでなく身体も含めた移動である点に差異が認められる。
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1．まよひが
その代表例が、柳田國男『遠野物語』にも登場する「まよひが（迷い家）」伝

承である。具体的には『遠野物語』第 63 に登場する次の話であり、第 64 でも類
話が語られる。

　�　小国の三浦某と云ふは村一の金持なり。今より二三代前の主人、まだ家は
貧しくして、妻は少しく魯鈍なりき〔疑い深くない正直者と言った方がよい
が、女性蔑視の視線からこう語られたと思われる〕。この妻ある日門

まど

の前を
流るゝ小さき川に沿ひて蕗

ふき

を採りに入りしに、よき物少なければ次第に谷奥
深く登りたり。さてふと見れば立派なる黒き門

もん

〔構え〕の家あり。訝
いぶか

しけれ
ど門の中に入りて見るに、大なる庭にて紅白の花一面に咲き鷄多く遊べり。
其庭を裏の方へ廻れば、牛小屋ありて牛多く居り、馬舎ありて馬多く居れど
も、一向に人は居らず。

　�　終
つい

に玄関より上がりたるに、その次の間には朱と黒との膳椀あまた取出し
たり。奥の坐敷には火鉢ありて鉄瓶の湯のたぎれるを見たり。されども終に
人影は無ければ、もしは山男の家では無いかと急に恐ろしくなり、駆け出し
て家に帰りたり。

　�　此事を人に語れども実
まこと

と思う者も無かりしが、又或日我家のカドに出
い

でゝ
物を洗ひてありしに、川上より赤き椀一つ流れて来たり。あまり美しければ
拾ひ上げたれど、之

これ

を食器に用ゐたらば汚しと人に叱られんかと思ひ、ケセ
ネギツ〔雑

け せ ね

穀を収納する櫃
ひつ

〕の中に置きてケセネを量る器と為したり。然る
に此器にて量り始めてより、いつ迄経ちてもケセネ尽きず。家の者も之を怪
しみて女に問ひたるとき、始めて川より拾ひ上げし由をば語りぬ。

　�　此家はこれより幸運に向ひ、終に今の三浦家と成れり。遠野にては山中の
不思議なる家をマヨヒガと云ふ10。〔以下略〕

確かにこの妻はまよひがへ行き着くにあたり、眠って夢を見ていた訳ではない。
しかし一般庶民には、いつの世でも、どこかに「もう一つの別の」時空間があり、
そこを理想郷とみなす考え方があった。そしてその alternative な（もう一つの別
の）時空間へ移行する手段、回路の１つとして夢が想定されていたのではないか
と思われる。もちろんこれはまだ類話を収集中であるゆえ、ここでは誰もが知っ
ている昔話の１つを紹介するに留めておきたい。

2．蓬
ほう

莱
らい

山往来と夢
以下は、『丹後の国風土記』（逸文）に遺された昔話である。
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　�　筒川村（京都府の日本海側）に、筒
つつかわ

川嶋
しま

子
こ

という者がいました。雄略天皇
の時代、嶋子は一人で小舟にのり釣りをしていました。しかし、三日三晩経っ
ても一匹も釣れません。諦めていたころ一匹の五色の亀が釣れました。不思
議だと思いながら舟に上げました。すると、眠くなっていつの間にか寝てし
まいました。

　�　しばらくして目が覚めると、亀が美しい乙
お と め

女に姿を変えていました。その
美しさは他に喩

たと

えようがありません。「どこから来たの」と尋ねると、「神仙
の国、蓬

ほうらいさん

莱山から」と言い、乙女は海の彼方にある蓬莱山へ行こうと言います。
嶋子は乙女が指さす方へ舟をこぎ始めるとすぐに眠ってしまいました。〔夢の
なかで見る多層性の夢〕

　�　すぐに大きな島に着きました。綺麗な宮殿があり、乙女の両親が出迎えて
くれました。そして、たくさんのご馳走をすすめられました。美しく舞い踊
る人たち、見るもの聞くもの全てが初めてのことばかりでした。だんだん日
が暮れて夜になり、みなが帰ると、二人だけが残りました。そしてこの夜、
夫婦となりました。

　�　二人は幸せな日々を過ごしました。そして、いつしか３年の時が流れます。
嶋子は父や母はどうしているのだろうかと故郷のことがだんだん気になって
きました。そのことを考えると食事も進まず、顔色も悪くなっていきました。

　�　乙女が、「近頃のあなたは以前とは違っています。どうしたのですか。」と
尋ねると、「私は神仙の世界で楽しい時を過ごしていますが、故郷のことが
忘れられないし両親にも会いたくなりました。だから少しの間故郷に帰らせ
てほしい。」と申し出ました。 

　�　乙女は嶋子の思いが固いことを理解し、別れることを決心しました。
　�　出発の日、乙女は嶋子に美しい玉

た ま く し げ

櫛笥を渡して、「この箱をあなたに差し
上げましょう。でも、私にまた会いたいと思うのなら決して蓋

ふた

を開けてはな
りません。」と言いました。

　�　舟に乗って目を閉じるとあっという間に故郷の筒川が見えました。でも浜
に戻った嶋子は、大変驚きます。そこにはかつての村の姿がなくなっていた
からです。しばらく歩いて、村人に家族のことを聞いてみました。すると不
思議そうな顔をして「今から 300 年前に嶋子という者が海に釣りに出たまま
帰ってこなかったと年寄りから聞いたことがある」と言います。途方に暮れ
た嶋子は、10日ほどさ迷い歩き、次第に乙女に会いたいとの気持ちが強くなっ
てきました。そしてついに約束を忘れ、蓋を開けてしまったのです。
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　�　すると芳
かぐわ

しい薫りが嶋子から漂い
だし、風とともに空へ立ち上がって
いきました。

以上、長い引用だったが、これが浦島
太郎のもともとの話形である。彼は後に
乙姫と呼ばれる乙女の亀姫と結婚すると
いう差異とともに、夢を介して、つまり
夢路をとおって異界の理想郷へ往来する
のが本来の形であったことになる。

なおここに掲載するのは、重要文化財
の「蓬

ほうらいさん

莱山蒔
ま き え

絵袈
け さ

裟箱」（法隆寺献納物）
の一部であり、現在は東京国立博物館に所蔵されている。中央に描かれた縦長の
島が蓬莱山であり、島の左下から顔を覗かせているのが亀姫、島の上を翔んでい
る鶴が浦島太郎とみなす言い伝えもある。

さいごに
以上、筆者がなしていることの 1 つ、夢を通して人間の心のさまざまな在り方、

そして変遷の過程を析出するという研究の一端を紹介した。そして何度か登場さ
せた用語に、“alternative”があり、それを筆者は、「もう一つの別の」という訳
語を当ててきた。

そして夢をめぐる研究は、まさしく「もう一つの別の」時空間の探究である。
また並行して筆者が本学部で模索してきた試み、秩父観音巡礼の体験的理解、埼
玉県小川町にての「お米づくりと人の輪づくり」、小川特産の和紙をもちいたアー
ト作品による祭りへの参画、新座キャンパス内における畑づくり、「子ども大学
ふじみの」の一環として小学校の生徒さん50名を集め、ゼミ生がファシリテーター
となって、1 ㍍× 10 ㍍のでっかい紙に自由に絵を描いてもらう、あるいは 5 ㍍×
5 ㍍の折り紙をおる「みんなでアーティスト」プロジェクト、そして 2012 年度か
ら始まった宮城県南三陸町へ学生とともに訪れ、当地において自発的内発的に起
ち上がっている、文化活動を軸に据えたコミュニティつむぎの活動へ参加しなが
らの学び…

これらはすべて、「もう一つの別の世界」を体験することの重要性を学生たち
に体得してもらうことを意図していた。それはまた、人文科学的な知見が、コミュ
ニティを自発的内発的に形成する上で大きな貢献をなすことの実証研究でもあ
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り、それ以前に筆者自身が夢の研究を深める上でのエネルギーをもらう時空間で
もあった。

そして最後に、本稿の最初に QR コードの形で示した拙論にも引用してある、
作家のミヒャエル・エンデ（Michael Ende,1929 ─ 1995）へのインタビュー記事 11

を紹介して、筆を擱
お

くことにしたい。
　�　「人間は内面と外面の間の振り子運動の間で生きている」とエンデ氏はい

う。
　�　『モモ』の次に書いた『はてしない物語』は、そこに焦点をあてている。

同時にこの作品は、1960 年代末から 70 年代にかけて、幻想的な傾向の強い
エンデ氏の作品を現実社会の矛盾から目をそらす逃避主義の文学と非難した
批評家たちへの回答でもある。

　�　「事実に意味を与えるのは内面なのです。外部世界の問題を解決するには、
まず内面の世界に“逃避”しなければならない。社会を変えたいなら、まず新
しい社会について豊かなイメージを持たねばならない。そうして初めて外部の
状況を変えて行ける。」

注　
1.	 Edward Burnett Tylor （1871） Primitive Culture,  Jhon Murray, London.
2.	 小泉和子「枕」（2007）『世界大百科事典　改訂新版』平凡社。
3.	 佐々木宏幹（1973）「シャマニズム」『宗教学辞典』東京大学出版会。
4.	 関敬吾（1978）『日本昔話大成』第三巻、角川書店。
5.	 StithThompson （1932-36） Motif-Index of Folk Literature,  Helsinki.
6.	 関敬吾、前掲書。
7.	 関敬吾、前掲書。
8.	� 「飛驒の民話実は英国生まれ　続飛騨採訪日誌の味噌買橋」朝日新聞（岐阜地方版）、

1991 年 11 月 16 日付記事。
9.	� 拙著（2002）『日本の夢信仰─宗教学から見た日本精神史─』玉川大学出版部、サン

トリー学芸賞受賞。
10.	 ルビは筆者が付した。
11.	� 「『モモ』の原作者、ミヒャエル・エンデ氏に聞く」『朝日新聞』1988 年７月 15 日付

け夕刊。


